
限のない全日本選手権のマス
ターズをも制してしまう。
「周りはすごい先輩方ばかり
だったので緊張したけど、とに
かくマスターズ戦を投げられる
のがうれしくて、終始楽しく投
げられました。それにしてもこ
の年、何かを変えたとかもなく
て、なぜ急に成績が出たのか、
自分でも不思議でした」
　

高校最後の年は、ジャパン
オープンの優勝決定戦で松永
裕美に敗れて金星は逃したもの
の、準優勝で文句なしのベスト
アマに輝いた。プロテスト受験
なら1次テスト免除の資格が与
えられるが、地元の上武大学へ
の進学を選択した。
「地元を離れる気持ちはなく
て、ナショナルチームの先輩で
もある宮澤拓哉クンの卒業と入
れ違いになりましたが、あとを
追う形になりました」
しかし大学生活は、コロナ禍
で大混乱のなかでのスタートと
なった。
「入学式もなくて、授業が始
まったのは6月でした。ボウリ
ングも、自粛期間中の1カ月は
もちろん、大会がいつ行われる
のかもわからない状況で、モチ
ベーションが下がって、半年間
ぐらいはほとんど投げていませ
んでした」
10月31日から11月2日ま
で、三重・津グランドボウルで
行われた国体リハーサル大会で
もある全国都道府県対抗が、久
しぶりの試合となった。宮澤拓
哉選手と組んだダブルスは入
賞を逃したが、個人（選手権者
決定戦）は、宮澤選手とともに
男女アベック優勝を飾り、群馬
県の初の総合優勝に貢献した。

「そこからは結構試合が再開
されるようになったので、次の
試合に向けて目標を立てながら
練習をすることができました。
とくに年が明けてからは、3月
のナショナルチーム選考会と全
日本選手権に向けて練習を重ね
ましたが、あっという間に時間
が過ぎて、気づいたらもう選考
会なの…という感じでした」

2021年度全日本ナショナル
チームメンバーは、選考会の成
績だけで選ばれたが、32Gを
6883ピンでトップ通過、それ
までのユースナショナルチーム
からナショナルチームへと無事
スライドを果たした。
「トップ通過は狙っていな
かったけど、難しいレーンだっ
たのでとにかく必死でした。妹
の希哩もユースナショナルに入
れたので、いつも応援してくれ
ている両親に、ふたりでいいと
ころを見せられるように頑張ろ
うと話をしています。最近は妹
も大会で上位にくるようになっ
て競うことも増えてきたけど、
まだ負けません（笑）」
その1週後にあった全日本選
手権のマスターズ戦でも、大
会新記録となる2833（12G）
を打って、連覇を達成した。
「2年間ナショナルチームと

ボウリングを趣味としていた
祖父母に連れられて、幼いころ
からボウリングに親しんでき
た。
「小学校2年生のころに、ボー
ルとシューズがセットになって
リュックに入っているのを買っ
てもらいましたが、そのころは
あくまでも遊びでした。うまく
なりたいと思って真剣に取り組
み始めたのは5年生のころで
す。エメラルドボウル（群馬県
前橋市）のスタッフさんに教わっ
ていました」
中学時代は、全日本中学選手
権も3年間入賞できず全国的に
は無名だったが、高校1年生の
とき全日本高校選手権で3位入
賞を果たす。
「国体の代表になることを目
指していましたが、群馬県の予
選で落ちて、それが悔しくてす
ごく練習しました。全国大会で
表彰台に上るのは高校選手権
が初めてだったので、まさか自
分が？という感じでびっくりで
した（笑）」
しかしそれが決してフロック
ではなかったことを、翌年の優
勝で証明した。さらにその2カ
月後の福井国体でも個人で優
勝、団体で4位に入った。
「国体はずっと出たかったの
で、やっと出られてうれしかっ
たですね。また群馬県の代表と
いうのを強く感じて、県のため
にも頑張ろうと思いました。他
の大会にはない雰囲気もあって
楽しかったけど、高校選手権の
優勝で周りからの期待も大きく
なっていて、このときは優勝し
たいと思いました」
それまでの優勝は、同年代の
選手を相手の優勝だったが、勢
いは止まらず翌年3月の年齢制

2年前の全日本選手権マスターズを17歳4カ月の史上最年少で
制し、一躍脚光を浴びる存在となった渡辺莉央選手。コロナ禍で
中止となった1年をはさんで今年見事に連覇を達成。その1週前
に行われたナショナルチーム選考会でもトップ通過を果たすな
ど、伸び盛りの19歳は、ジャパンのエースとして国際大会での活
躍も期待される。 　　　　　　　　　　　　　（Photo:福地和男）

わたなべ・りお／2001年10月
27日生まれ、群馬県出身。上武
大学在学中。右投げ。競技歴9年。
ナショナルチーム在籍：2019～
2020年（ユース）、2021年～。
主な成績：第42回全日本高校選
手権優勝、第37回福井国体・少年
女子個人戦1位、第57回・第58
回全日本選手権・マスターズ戦優
勝、第49回全国都道府県対抗選
手権・選手権者決定戦優勝、第20
回アジアスクール選手権・4人チ
ーム戦優勝

して活動させてもらって、また
ボール契約（サンブリッジ）も
させていただいて、いろいろ学
ぶことが多く、それを生かせた
ので、何も考えずに投げて“優
勝しちゃった”という感じの2
年前よりは、成長できたなと思
います。でも、まだいいときと
悪いときの波が激しいです。
レーンが読めていない状況で
も、ストライクが出たらそこを
ひたすら狙って投げている感じ
なので、なぜそうなるのかを考
えながら投げられるようになれ
ば、もう少し安定してスコアを
出せるのかなと思います」
もともとはプロ志向が強かっ
たそうだが、今はナショナル
チームでの活動にもやりがいを
感じている。
「ナショナルチームに入って
活動させてもらっているうち
に、国際大会でも頑張りたいな
と思うようになりました。今は
プロとナショナルチームの両方
で活動できる道もあるので、大
学を卒業するまでには、進路を
決めたいと思います」
（取材協力：パークレーン高崎）
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コロナ禍のなかでも
　　 進化を続ける19歳
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